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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，パワーアシストスーツ (機械) を装用することによって，装用者が
ロボットや機械のように物体として認知されるか検証することだった。本研究の結果，パワーアシストスーツを
装用した作業者は，見た目の機械らしさが高く評価されるだけではなく，疲れや痛みのような負の感情を経験し
くい対象と認識されることが示された。また，温かみのような対人的な印象も低く評価された。これらの結果
は，作業者の性別に関係なく観測された。また，日本人の参加者だけではなく，イギリス人やアメリカ人の参加
者を対象とした実験でも概ね同様の結果が観測された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine whether the wearer of a powered 
suit (i.e., a machine-enhanced individual) is perceived as an "object" such as a robot or other 
machine. The results showed that workers wearing powered suits were not only rated highly for their 
perceived machine-likeness but also viewed as objects less likely to experience negative emotions 
such as fatigue and pain. Interpersonal impressions, such as warmth, were also rated lower for these
 individuals. These perceptions occurred regardless of the worker's gender. Similar responses were 
observed not only among Japanese participants, but also with British and American ones.

研究分野： 応用心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
介護福祉の現場や，肉体労働を伴う作業現場で，身体的負荷軽減やケガ防止等を目的として，パワーアシストス
ーツの導入がはじまっている。その導入は，筋・骨格系障害のリスクの低減につながることも示されており (de
 Looze et al., 2016)，今後ますます様々な文脈に広がることが見込まれる。パワーアシストスーツ装用の心理
的副作用を明らかにした本研究は，パワーアシストスーツの利用拡大にともなう，将来予想される新しい種類の
認知バイアス・偏見に関する先駆的な基礎研究となりうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
映画『アイアンマン』の主人公トニー・スタークは，自身が開発したウェアラブルロボットを

身にまとうことで，スーパーヒーロー「アイアンマン」に変身する。「アイアンマン」に変身し
た彼は，特殊なチタン合金におおわれ，空を自在にかけ回り，人間を超越した能力を発揮する。
さて，この「アイアンマン」に変身したトニー・スタークは「人間」だろうか，それとも人間に
あらざる「機械」だろうか？ 
 近年，ウェアラブルロボットの実用化が進みつつある。もちろん「アイアンマン」のように超
人的能力を授かる類のものではないが，介護福祉の現場や，肉体労働を伴う作業現場で，身体的
負荷軽減やケガ防止等を目的として，パワーアシストスーツの導入がはじまっている。その導入
は，筋・骨格系の障害リスクの低減につながることも示されており (de Looze et al., 2016)，
今後ますます様々な企業・文脈に広がることが見込まれる。 
 パワーアシストスーツ装用時のように，人間とロボットが一体化した際，その対象は，他者か
ら人間として認識されるだろうか？それとも機械として認識されるのだろうか？ロボットは人
間とは異なり，行為の主体性が低く，喜びや痛みを感じにくい非人間的な対象と認識される 
(Gray et al., 2007)。装用品の印象は，その装用者の対人評価に影響するため (e.g., Miyazaki 
& Kawahara, 2016; Oh et al., 2020)，パワーアシストスーツを装用した人間は (装用しない
人間にくらべ)，非人間的に認識される可能性がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，パワーアシストスーツ装用にともなう身体拡張がもたらす心理的副作用を明らか
にすることを目的に実施した。具体的には，パワーアシストスーツを装用することによって，装
用者が非人間的に認知されるかを検証した。ここでいう非人間的な認知とは，人間を「人間」と
してではなく機械のような「物体」として認識することを意味する。ロボットを装用し機械と一
体化した人間は，周囲の他者から，ロボットのように，疲れや痛みのような負の感情を感じにく
い対象と認識されたり，行為の主体性の低い対象と認識されたり，人間としての本質性 (温かみ
など) が低く評価されたりするかを検証した。 
 本稿では，この研究目的について，日本人参加者，イギリス人参加者，アメリカ人参加者を対
象に実施したオンライン実験の結果を報告する。 
 
３．研究の方法 
実験参加者は 1,800 名の日本人の成人であった。そのうち 906 名が男性作業者の評価，別の

894 名が女性作業者の評価を行った。また，それぞれ約半数が統制群 (n = 455; n = 459) と実
験群 (n = 451; n = 435) に無作為に割り当てられた。実験群の刺激画像と統制群の刺激画像

Figure 1 
実験刺激の例 



の例を Figure 1 に示す。実験刺激として，パワーアシストスーツを装用した作業者が大きな荷
物を運んでいる 3つのシーンを用いた。各シーンは 4枚の画像刺激で構成され，gettyimages®の
ロイヤリティフリー動画から作成したものだった。実験参加者は，こうした刺激画像を見て，シ
ーン内の作業者の「温かさ」「親しみやすさ」「知的さ」「有能さ」の印象を 7件法で評定した。
また，「苦痛を感じること」「疲労を感じること」「計画を立てること」がどの程度できると思う
かについても 7 件法で評定した。さらに，見た目の機械らしさ—人間らしさについても同様に 7
件法で評定した。 
なお，この効果を文化間で比較するために，1,765 名のイギリス人の成人 (892 名が男性作業

者の評価，873 名が女性作業者の評価) および 1,778 名のアメリカ人の成人 (891 名が男性作業
者の評価，887 名が女性作業者の評価) を対象とした実験も実施した。 
 
４．研究成果 
本研究の結果，パワーアシストスーツを装用した作業者は，見た目の機械らしさが高く評価さ

れるだけではなく，疲れや痛みのような負の感情を経験しくい対象と認識されることが示され
た。また，温かさの印象も低く評価されることが示された。ただし，知的さや有能さは，パワー
アシストスーツを装用した場合の方が高く評価された。以上の結果は，作業者の性別に関係はな
かった。また，イギリス人やアメリカ人の成人を対象とした実験でも概ね再現された。 

 
 本研究により，パワーアシストスーツの装用により，装用者は非人間的に認知されることが明
らかになった。この研究は，パワーアシストスーツの利用拡大にともなう，将来予想される新し
い種類の認知バイアス・偏見に関する先駆的な基礎研究となりうる。現在，本研究は学術誌への
投稿準備中である。 
なお，もともとの計画では 2020 年度から，行動および生理指標を用いた実験室実験を計画し

ていた。しかし，2020 年以降の COVID-19 の感染拡大により，実験室実験の中止を余儀なくされ
た。COVID-19 の収束のタイミングが読めなかったことから，実験室実験を行う代わりにオンラ
インでの行動実験を中心に本研究を展開することに計画を変更した。この変更により，オンライ
ン実験環境の拡充と国際比較研究を行うためのノウハウ構築ができた。そのノウハウなどをま

Figure 2 
日本人の成人を対象とした実験の結果 (A: 男性作業者，B: 女性作業者) 

注) * p < .05; ** p < .01; *** p < .001 
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